
         

 

 

小中学校再編（案）について 「簡易版」  資料１ 

 

 

 

１ 小学校再編の時期と場所について  

 ・統合時期について、「令和４年４月」とします。 

 ・統合場所について、大井小学校と師崎小学校を統合し、位置は、「現在の師崎小学校」

の位置とします。 

２ 考え方について 

 ・師崎地区の複式学級の回避や男女比の極端な偏り等の課題を早急に解消することを最

優先と考え、当初からの目標であり、最短となる令和４年４月を統合時期とします。 

 ・師崎小学校の位置としたのは、上記のとおり最短で統合可能であるためです。現在も

小学校として利用しており、かつ、統合により学級数が増加するわけではないため、

そのまま校舎を使用することができます。 

・大井小学校の位置でも最短で統合可能です。しかし、今後、小学校はできる限り地区

に残すというのが町の方針です。長く校舎を使うことを考えた場合、大井小学校本校

舎は、長寿命化改修工事※には適さないとの調査結果のため、候補地から除きました。 

・なお、師崎中学校については、中学校再編が令和５年度以降となるため、現時点で小

学校として利用できる目処がたっておりませんが、中学校の統合が進み、師崎中学校

の活用が可能となった場合、保護者の皆さんの意見をお聞きし、師崎中学校への移転

について検討していきます。 
※長寿命化改修：建物の使用できる年数を築８０年程度まで延長するための工事 

３ 統合小学校に関する対応事項について ※一部です 

・大井小学校区からの通学方法は「スクールバス」を前提に検討を行います。 

・学校再編であるため、学校名や校歌などは新しくなります。 

 

 

 

１ 中学校再編の時期と場所について 

・統合時期について、「令和５年度以降、できる限り早い時期」とします。 

・統合場所について、地域の理解を得たうえで検討を進めます。「保護者アンケート」の

実施を予定しています。 

２ 考え方について 

・令和４年４月の統合を目標に、各地区の保護者意見交換会で意見をお聞きしたところ、

各地区で合意を形成するためには、具体案をもとにじっくりと検討を進める時間が必

要である、との声を多数いただきました。そこで、統合時期を「令和５年度以降、で

きる限り早い時期」とします。 

 ・今後、更なる具体的な対応案を示したうえで、保護者アンケートを実施するなど、引

き続き統合についてご意見をいただき、地域の意見を尊重して検討を進めていきます。 
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